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日南市立南郷小学校通信 №２

平成 26 年５月 23 日 文責： 校長

5 月 14 日には、
日南警察署からも

指導者に来ていただいて「交通安全教室」

平成 26 年度の南郷 を行いました。南郷駅前の横断歩道の渡り

小学校の学校経営の 方や踏み切りでの安全確認の仕方等も、実

概要をお知らせしま 際に行いました。

す。ご理解とご協力をお願いいたします。 一般の方が

１ 学校の教育目標 利用される公

豊かな心と自ら学び考える力をもち、 道なので、自

たくましく生きる児童の育成 動車が通り、

２ 学校像 ぱらぱらと雨

・楽しい学校・きれいな学校・元気な学校 も落ちてきて、

３ 児童像 傘をさしての

・ 自ら考え自ら学ぶ子ども 歩き方も指導することができました。

・ 心豊かで思いやりのある子ども

・ 健康で規律正しくたくましい子ども 5 月の連休では、南郷小の児童には、大
４ 教師像 きな事故もなく、ほっとしているところで

・ 使命感をもち子どもを伸ばす教師 す。しかし、児童がよく利用する自転車の

・ 保護者や地域と連携し、その願いに応 事故や、これから暑くなってくると、海や

える教師 川での事故も心配されます。これからも、

・ 自己に厳しく研修に励む教師 交通ルールや「よい子の一日」のきまりを

５ 保護者像 守って、「児童が自分の命は自分で守る」

・ 子どものやる気を育てる保護者 「危険回避能力を高める」指導に力をいれ

・ 明るい家庭を築こうとする保護者 ていきます。

・ 生活習慣、社会規範を教える保護者

６ 学校経営ビジョン

確かな学力と豊かな心をもち、活気に溢れ 2 日に地区集会を
たくましく生きる力を身に付けた児童を育成 行いました。それ

する ぞれの地区で集団

教育目標の達成のために、南郷小の教職員 下校時の班編成を

一同は、保護者のみなさま、地域の方々と蓮 行いました。

携をとりながら、南郷小の子ども達の成長た 昨年度、5 年生が作成した「地区安全マ
めに、がんばりたいと張り切っています。 ップ」を活用して、各地区での危険な場所

お気付きのこと等がありましたら、遠慮な を写真等も使って確認しました。交通事故

く、ご連絡いただけるとありがたく思います。 や水の事故などにも、気をつける場所もみ

んなで確かめられたようです。地区での安

南郷小学校 ℡ ６４－００４０ 全意識が高まったようです。

く ろ し お
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ある教育新聞に、子育てに役立つ

今年も 5 月 記事がありましたので、お伝えします。

８，９日の１

泊 ２ 日 で 、 5 感性・脳科学教育研究会会長の髙橋史朗

年生が宮崎県 氏によると

青島青少年自

然の家で集団

宿泊学習を体験しました。

「規律」「協同」「友愛」「奉仕」の精神に

基づく集団生活を通して、自立性と自主性や

感謝の心を育てるとともに、規範意識の向上

仲間と協力する態度を育てることをねらって

います。

雨も降らず、屋外での活動が計画通

り行えました。時刻を確認して行動すること

や、多くの体を動かす活動で、上記４つの精

神を身をもって学べたようです。

身の回りのことも、自分でしっかりとやら

なければならず、家族の方のありがたみも実

感できたのではないでしょうか。

ケガや病気もなく、元気に帰校した 5 年生
でした。病気で参加できなかった人にも、学

んだことを伝えて、これからの生活にいかし

て欲しいです。引

率された先生も、 これまでの子育ての中でやられていたこ

子ども達の動きが、 とも多いでしょう。また、すぐにでも実行

どんどんよくなっ できそうなものもあります。子ども達が、

てきたと実感され これからたくましく自立した大人になるよ

たようです。これ う、将来を見据えて、しっかりと子育てを

からの 5年生の活動に期待しています。 していきましょう。

【生活目標】

きまりよいろうか歩行をしよう

はしらない さわがない

みぎがわをあるく とまってかくにん

【保健目標】

歯を大切にしよう

【給食目標】

よくかんで食べよう

６月の行事予定
６月１日参観日・PTA バレー
２日 振替休業

３日 避難訓練（不審者対応）

９日～ 13日 プール開き週間

11日 赤十字登録式

17日 ひびき集会

18日 鑑賞教室

26日 ロングクラブ

5年生集団宿泊学習 脳を鍛え、育てるためには

たくましく生きるための中枢部分に

あたるのが大脳辺縁系。その大脳辺縁

系を鍛え、育てるためには、

１ 喜ぶ、怒る、哀しむ、楽しいなど

の感情が育つ多様な体験をさせる

２ よいことはよい、悪いことは悪い

としっかり指導する。

３ 「もう一度やろう」という意欲が

わくためにも、ほめる。

４ 寒さや暑さ、風や雨に身をさらす。

５ 遊びと勉強のケジメ、メリハリを

もたせる。


